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 切られた 
    	 電話は 
    情事を壊れたままに放置する。 
	 作品は、満場一致で承認された。コクトーは、クリスチャン・ベラールに舞台装置を設計
するように依頼した。ベラールは、テアトル・フランセの舞台をごく省略したものにする。
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「電話をかける」の意味を表す « donner un coup de téléphone »が、銃などで撃つ一撃を与え
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